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松戸市のシルバー人材セ

ンターには千葉市に次いで

多い約2000人が在籍してい

る。年金の他に収入を得な

がら、地域に貢献したい、

人との繋がりを保っていた

い人が多く登録している。

「安倍元総理も、シルバー

人材センターは労働力の一

翼を担う存在であると言っ

ていた」（松戸市シルバー

人材センター、鈴木暢事務

局長）。

シルバー人材センターに

勤める高齢者の平均年齢は

歳。雇用延長により平均

年齢は少しずつ上がってき

ている。そのため、提供で

きる仕事の幅が狭くなって

いることや、技術の継承や

育成が困難になっているこ

とが課題だという。会員が

登録して良かった、地域の

方が頼んで良かったと思え

るように、信頼を築き上げ

て拡大していきたい」（鈴

木事務局長）。

シルバー人材センターで

働くモチベーションは、喜

んでくれる地域住民や技術

の習得だ。「年金の存在に

よりある程度のリスクがあ

っても、新しいことに飛び

込んでみようと思える。そ

して、あまり儲からなくと

も、個人事業主として自分

の世界を作っていく楽しみ

があり、自身の夢を追いか

けることは健康にいい」と

会員の石井貴義さん は

やりがいを語ってくれた。

定年後でも仕事をし、地

域のために働くことで、地

域からの疎外感がなくな

り、プライドが保てる。シ

ルバー人材センターは少子

高齢化が進む今、高齢者の

新しいキャリアのあり方だ

と感じた。

（安田明未華、中村水咲）

地域とつながり働く 松 戸 の
シルバー人材

会
員
の
石
井
貴
義
さ
ん

９
月
12
日

松
戸
市

茂原・ニチモ 海外の介護技術発展へ

外
国
人
労
働
者
に
活
躍
の
場

ニ
チ
モ
（
茂
原
市
）
で
は

介
護
業
界
最
大
の
弱
点
で
あ

る
介
護
職
員
の
確
保
及
び
資

質
向
上
を
目
的
に
、
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
か
ら
介
護
職
員
を

目
指
す
若
い
人
材
を
育
成
す

る
ニ
チ
モ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

６
年
前
か
ら
推
進
し
て
い
る

提
携
す
る
日
本
語
学
校
で

は
日
本
語
検
定
試
験
Ｎ
２
取

得
を
目
指
し
、
２
年
間
学
ぶ
。

学
校
行
事
以
外
の
時
間
で
介

護
現
場
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
行

い
、
実
技
を
身
に
付
け
る
。

そ
の
他
に
も
介
護
福
祉
士
育

成
コ
ー
ス
（
４
年
間
留
学
）

や
特
定
技
能
１
号
（
介
護
）

に
よ
る
介
護
職
員
の
育
成
コ

ー
ス
な
ど
自
分
の
目
標
に
合

っ
た
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
現
在
外
国
人
留
学

生

人
、
特
定
技
能
実
習
生

人
が
在
籍
。

日
本
人
ヘ
ル
パ
ー
も
「
職

場
内
で
外
国
の
文
化
に
触
れ

る
き
っ
か
け
が
で
き
、
明
る

く
な
っ
た
」
と
語
る
。
「
言

葉
が
通
じ
な
い
中
で
大
変
な

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

一
番
大
切
な
の
は
利
用
者
に

向
き
合
う
気
持
ち
だ
」
と
大

内
力
取
締
役
は
考
え
る
。

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
大
家

族
が
多
く
、
高
齢
の
家
族
の

面
倒
を
見
る
こ
と
が
当
た
り

前
で
あ
り
、
介
護
に
対
し
て

マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
は
な

い
。
外
国
人
特
有
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
は
利
用
者
と
の
良
い

触
れ
合
い
の
機
会
で
あ
る
。

ま
た
、
母
国
で
の
業
務
経
験

を
活
か
し
て
活
躍
す
る
ヘ
ル

パ
ー
も
多
く
、
そ
の
中
に
は

責
任
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

を
歩
む
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

ニ
チ
モ
の
新
た
な
目
標
は

海
外
に
介
護
施
設
を
つ
く
る

こ
と
だ
。
介
護
先
進
国
と
し

て
、
日
本
の
き
め
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
や
介
護
の
技
術
を

学
ん
だ
外
国
人
ヘ
ル
パ
ー
が

母
国
で
活
躍
す
る
こ
と
で
海

外
の
介
護
技
術
の
発
展
に
も

繋
が
る
。

外
国
人
技
能
生
に
は
し
っ

か
り
業
務
に
あ
た
る
こ
と
の

ほ
か
に
日
本
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
大
内
さ
ん
。

外
国
人
が
安
心
し
て
日
本

で
働
く
こ
と
が
で
き
る
基
盤

を
整
え
る
こ
と
で
人
材
を
確

保
で
き
、
外
国
人
労
働
者
も

新
し
い
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
で

い
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

（
村
田
澪
）

近
年
、
多
様
な
考
え
方
が
認
め
ら
れ
、
個
人
が
尊
重
さ
れ
る
時
代
と
な
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
働
き
方
も
変
わ
り
、
よ
り
多

く
の
選
択
肢
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多
く
の
選
択
肢
が
あ
る
中
で
、

自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、
新
し
い
生
き
方
を
創
造
す
る
人
々
・
企
業
の
取
り

組
み
に
注
目
し
た
。

デイサービスピーチハウスで働く外国人ヘルパー達＝９月11日 茂原市

長野県塩尻市の返礼品を学生が検討

している様子＝2018年８月21日 ハ

ナラボ提供

女
性
輝
く
社
会
目
指
し
て

新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
生
き
生

き
と
す
る
母

親
の
姿
、
自
分
の
可
能
性

に
制
限
を
か
け
る
昔
と
変

わ
ら
ぬ
姿
、
能
力
あ
る
友

人
が
社
会
で
力
を
活
か
さ

ず
に
家
庭
に
入
る
姿
｜
。

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
ハ
ナ

ラ
ボ
代
表
理
事
の
角
さ
ん

は
活
動
を
始
め
た
と
語
る

ハ
ナ
ラ
ボ
は
社
会
課
題

の
解
決
を
通
し
て
、
女
子

大
学
生
の
創
造
力
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
む
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
あ
る
。
ま
た
、

女
子
大
学
生
が
将
来
の
夢

に
携
わ
る
社
会
人
女
性

（
ハ
ナ
ラ
ボ
チ
ア
）
と
交

流
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
支
援

も
行
っ
て
い
る
。

ハ
ナ
ラ
ボ
に
参
加
す
る

学
生
は
、
活
動
を
通
し
て

実
績
を
得
る
こ
と
以
上

に
、
精
神
的
な
成
長
を
得

ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
長
野
県
塩
尻
市
と
の

商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
の
こ
と
だ
。

利
用
さ
れ
て
い
な
い
地

域
資
源
を
活
用
し
た
「
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
」
を

企
画
・
製
造
・
販
売
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
学
生
が
中

心
と
な
り
活
動
し
た
。
そ

の
道
の
り
は
、
険
し
か
っ

た
。
製
造
会
社
と
の
行
き

違
い
、
梱
包
デ
ザ
イ
ン
の

ミ
ス
等
の
数
々
の
困
難
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
女
子

学
生
達
は
、
諦
め
ず
に
や

り
遂
げ
た
。
初
め
は
リ
ー

ダ
ー
的
な
存
在
で
は
な
い

と
発
言
し
て
い
た
学
生
た

ち
が
、
主
体
的
に
行
動
で

き
る
ま
で
に
成
長
し
た
。

こ
の
小
さ
な
社
会
で
学
ん

だ
こ
と
を
糧
に
新
た
な
社

会
で
活
躍
す
る
女
性
が
増

え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
学
生
た
ち
の
サ

ポ
ー
タ
ー
（
ハ
ナ
ラ
ボ
チ

ア
）
の
女
性
た
ち
も
活
動

を
通
し
て
、
新
た
な
考
え

方
や
価
値
観
を
獲
得
し
て

い
る
。
社
会
人
女
性
た
ち

が
資
格
や
経
験
を
活
か

し
、
興
味
の
あ
る
学
生
と

交
流
、
支
援
し
て
い
る
。

支
援
す
る
社
会
人
女
性
た

ち
も
交
流
を
通
し
て
、
自

然
と
自
己
肯

定
感
が
高
ま

る
と
い
う
雰

囲

気

が

あ

り
、
双
方
に
と
っ
て
利
益

が
あ
る
相
乗
効
果
が
生
ま

れ
て
い
た
。

「
誰
も
が
自
由
に
選
択

挑
戦
で
き
て
、
社
会
を
作

る
主
体
と
し
て
本
来
持
つ

力
を
発
揮
で
き
る
社
会
」

を
ビ
ジ
ョ
ン
に
多
く
の
女

性
の
活
躍
を
支
援
す
る
。

（
上
川
原
葵
）

ＮＰＯ 学生と共に課題解決

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け
る
子
ど
も

３
月

28
日

ラ
オ
ス

日
本
リ
ユ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
運
営
提
供

子
ど
も
助
け
支
援
の
輪
広
げ
る

古
着
艦
ワ
ク
チ
ン
（
日
本
リ
ユ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
運
営
）
は
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
の
寄
付
先
で
あ
る
「
ラ
オ
ス
人
民
共

和
国
」
へ
支
援
活
動
に
参
加
し
、
利
用

者
へ
活
動
報
告
を
行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
受
け
約
３
年
ぶ
り
の
実
施
と
な

っ
た
。

古
着
艦
ワ
ク
チ
ン
で
は
、
不
要
に
な

っ
た
衣
類
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
開
発
途
上

国
を
中
心
に
輸
出
し
、
現
地
で
販
売
し

て
再
利
用
。
衣
類
が
１
枚
売
れ
る
ご
と

に
１
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
が
寄
付
さ
れ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
、
お
片
づ
け
商
品
で

あ
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
直
営
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ポ
リ
オ
障
害
の
後
遺
症
が
あ
る
ス

タ
ッ
フ
や
、
貧
困
地
区
で
育
っ
た
若
者

が
働
い
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
１
洋

服
を
販
売
す
る
毎
に
１
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
を
寄
付
す
る
仕
組
み
が
あ
り
、
ス
タ

ッ
フ
は
未
来
の
子
ど
も
達
が
自
分
た
ち

と
同
じ
苦
し
み
を
味
わ
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て
働
く
。
セ
ン

タ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
支
援
さ
れ
て

い
た
側
が
支
援
す
る
側
に
」
。
未
来
の

子
ど
も
た
ち
に
同
じ
苦
し
み
を
背
負
わ

せ
な
い
た
め
の
活
動
だ
。

同
社
の
辻
本
真
子
さ
ん
は
、
「
今
後

は
衣
類
の
他
に
、
キ
ッ
チ
ン
や
着
物
の

シ
リ
ー
ズ
を
展
開
し
、
循
環
型
社
会
を

創
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

古
着
艦
ワ
ク
チ
ン
は
一
過
性
の
も
の

で
な
く
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
衣
類
の
再

利
用
、
ワ
ク
チ
ン
寄
付
で
子
ど
も
を
救

う
、
国
内
外
で
の
雇
用
創
出
な
ど
の
ハ

ッ
ピ
ー
な
サ
イ
ク
ル
、
す
な
わ
ち
循
環

型
の
世
界
の
創
造
に
つ
な
が
っ
て
い
る

衣
類
を
送
る
と
い
う
行
動
一
つ
で
助

か
る
命
が
あ
り
、
古
着
艦
ワ
ク
チ
ン
を

通
し
て
子
ど
も
の
新
し
い
人
生
の
一
端

を
担
う
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

（
宝
崎
紫
苑
）

衣類を命救うワクチンに
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（１３） ２０２３年（令和５年）１０月２６日（木曜日）（日刊）（第三種郵便物認可）（１３） ２０２３年（令和５年）１０月２６日（木曜日）（日刊）（第三種郵便物認可）


